
 

 

上中学校図書館通信 

 2022年１月号 

学校司書 松石かおる 

☆今年もよろしくお願いします 

２０２２年が開けました。冬休み、皆さんはどのように過ごされましたか？ 私は、何冊か本を読みましたが、

どんどん引き込まれて先の話が知りたいと思ったのは古内一絵さんの『マカン・マラン』です。商店街の路地

裏で、夜中にひっそりと営業しているカフェ「マカン・マラン」。店主は、ドラアグクイーン（派手な女装をする男

性）のシャール。悩みを抱えたお客がお店と出会い、そこでシャールの手料理と言葉に背中を押されて、新し

い一歩を踏み出すお話です。悩みはそれぞれ違うけれど、シャールの言葉はとても暖かく、時に鋭く、その手

料理は心と体を癒してくれます。読み終わった時、読む前より少し元気になっているような気がします。何度

でも読み返したい一冊です。ぜひ皆さんも読んでみてください。 

☆第 6回生駒市長杯ビブリオバトル市内中学生大会 

昨年 12 月 23 日に生駒市図書館で行われました。市内の中学生 23 人が予選に参加し、5 人が本戦に

挑みました。以下は、本戦で紹介された本です。 

『二番目の悪者』 林木林/著 

   『運転者』 喜多川泰/著 

   『変な家』 雨穴/著 

   『白ゆき姫殺人事件』 湊かなえ/著 

   『多分そいつ、今ごろパフェとか食ってるよ。』 Ｊam/著 

チャンプ本に選ばれた『二番目の悪者』は上中図書館にあります 

上中学校からは 3人が出場してくれました。大勢の人前で発表することはとて

も緊張することですが、貴重な体験だと思います。本の内容だけでなく、発表者

のプレゼン力の高さに驚きました。観戦するだけでも、とても勉強になると思いま

す。来年度のビブリオバトルも楽しみです。 

 

☆３年生への貸出は２/２（水）が最終となります 

３年生は登校日数が残り少なくなってきましたので、最終貸出が２/２（水）となります（この日借りた本は２/１

６が返却期限です）。２/２までの期間も、他学年より下校時刻が早く、図書館に来られない日が続きますので、

借りたい本が決まっている人はぜひ予約をしてください（昇降口と図書室前に用紙があります）。返したい本

がある人は担任の先生に本を預けるか、職員室の松石のところまで持ってきてください。 

☆新しく入った本（2022/1/5）～ 

分類 書名 著者 内容

0:総記 米澤屋書店 米澤穂信
今もっとも新作が待たれるミステリー作家の頭の

中とは？

1:哲学
思考の教室　じょうずに考える

レッスン
戸田山和久

超ベストセラー『新版　論文の教室』に続く「知

の教典」

2:歴史
声をあげて、世界を変えよう！

よりよい未来のためのU30の言葉

アドーラ・スヴィタ

ク著/長尾莉紗訳

気候変動からトランスジェンダーの権利まで、声

をあげれば未来は動かせる！

3:社会科学 フェイクニュースの生態系 藤代裕之編
フェイクニュースはどのようにして生まれ、なぜ

広がるのか。

スマホ脳
スティーブ・ジョブズはわが子になぜiPadを触ら

せなかったのか？

最強脳
きみの脳は変えられる！脳力強化バイブル日本上

陸

すばらしい人体　あなたの体を

めぐる知的冒険
山本健人 外科医が語る驚くべき人体のしくみ

壊れた脳と生きる　高次脳機能

障害「名もなき苦しみ」の理解
鈴木大介/鈴木匡子

能に傷を負った当事者と、高次脳機能障害を専門

とする医師が語りつくす

7:芸術 メンタルつよめ美女白川さん 獅子 女子の自己肯定感が世界を救う！

二番目の悪者
林木林作/庄野ナオコ

絵
第6回生駒市長杯ビブリオバトルチャンプ本

ペリリュー１０ 武田一義
終わらない戦争に決着。生死を分ける最終局面

へー。「生き残ろうぜ、絶対」

わたしの好きな季語 川上弘美 季語がよびさます忘れえぬ瞬間。

まだ見ぬ春も、君のとなりで

笑っていたい
汐見夏衛

言葉にならない傷を抱えて、それでも君は生きる

希望をくれた。

ミッキーマウスの憂鬱ふたたび 松岡圭祐
巨大テーマパークで働く、19歳の環奈。彼女が抱

いた“とてつもない夢“とは？

うちのレシピ 瀧羽麻子
働くこと。恋すること。食べること＝生きるこ

と。美味しさの魔法に満ちた6つの物語

きみの町で 重松清
生きることを好きでいてほしい。作家が少年少女

のために綴った小さな物語集

海をあげる 上間陽子
沖縄の生活を、幼い娘のかたわらで、強く、静か

に描いた傑作。2021年ノンフィクション本大賞

＃マイネーム 黒川裕子
名前をめぐる13歳のレジスタンス。さあ、みん

な、名を名乗れ！

ラストで君は「まさか！」と言

う　君との約束
PHP研究所編

こんなつもりじゃ、なかったのに！衝撃のラスト

を「お約束」！

5分で読書　通学路、振り返ると

そこにいる

カドカワ読書タイム

編
背すじがゾワゾワする怖い話がありました

サハマンション
チョ・ナムジュ著/斎

藤真理子訳

超格差社会「タウン」の最下層に位置する人々が

住む「サハマンション」とは？30年前の「蝶々暴

動」とは？

運転者　未来を変える過去から

の使者
喜多川泰

運を転ずる者からのメッセージ　報われない努力

なんてない！

呪術廻戦　逝く夏と還る秋
芥見下々　北國ば

らっと
呪術師たちの空白の物語を解禁！小説版登場！

4:自然科学

アンデシュ・ハンセ

ン著/久山葉子訳

9:文学

 

 



 

 

（2022/1/12～）                                                                            

分類 書名 著者 内容

1:哲学 心に響く101の言葉 多川俊映
奈良・興福寺の前貫首が、古今の名言を通して、

令和の日本人の生き方をやさしく語る

見た目が気になる　「からだ」

の悩みを解きほぐす26のヒント
河出書房新社編

とことん「見た目」について考えた十人十色の

メッセージ

昆虫はすごい 丸山宗利
気鋭の昆虫学者が紹介する虫の世界の面白さ。虫

はなんでもやってます。

フライトナースの秘密　ドク

ターヘリで出動する救急看護師

の仕事

菱沼秀一
ドクターヘリに乗り、災害や事故など緊急現場で

活動する救急看護師の仕事と苦労、魅力とは？

空のふしぎがすべてわかる！す

ごすぎる天気の図鑑
荒木健太郎

とても身近な空や雲、天気ですが、じつは知らな

いことがたくさん！「虹を見るにはどうしたらい

い？」「空が青いのはどうして？」空にまつわる

ギモンに、一気にお答えします！

5:家庭
アジアの台所に立つとすべてが

ゆるされる気がした
コウケンテツ

”アジアの家族”と過ごしたほんわかした日々の記

憶。コウケンテツ初の旅エッセイ＆レシピ51

7:芸術 ブルーノ フカセ
Fukase、初の絵本　2つの立場から描く、ある王

国のものがたり

8:言語
NHKのアナウンサーも悩む間違

いやすい日本語1000

NHKアナウンス室

〔編〕

NHKが放送のプロのために作成した「日本語マ

ニュアル」。そのエッセンスを公開した特別編集

版！

ひきこもり図書館　部屋から出

られない人のための12の物語
頭木弘樹

ひきこもるとは、いったいどういうことなのか？

部屋の中で、何が起きるのか？ひきこもっている

間に、人はどう変わってしまうのか？

雨上がり、君が映す空はきっと

美しい
汐見夏衛

母親に見た目をけなされてきた美雨。そのままの

自分を好きでいてくれたのは、太陽のようにまぶ

しい先輩だった。

5分で読書　最後はかならず私が

勝つ

カドカワ読書タイム

編
全12編の短編集。朝読におすすめ！

「違うこと」をしないこと 吉本ばなな

「違うこと」とは、嫌なことをしないことでも、

ただ正直に生きることでもありません。それが

いったいどういうことかがわかったら、人生が急

に拓けます。

エミリの小さな包丁 森沢明夫
胃袋からじんわり癒される、心の再生を描いた感

動作！

おばちゃんたちのいるところ 松田青子
世界幻想文学大賞（短編集部門）受賞　疲れた現

代人を救うワイルドな日本の幽霊たち

十年屋　時の魔法はいかがで

しょう？

当店の執事猫、カラシなのです。お客様の大切な

もの魔法でお預かりするなのです。

十年屋2　あなたに時をあげま

しょう

マスターは、ときにはお客様に時間を「あげる」

こともあるなのですよ。

死亡フラグが立ちました！カ

レーde人類滅亡！？殺人事件
七尾与史 ドラマ化で話題「ドS刑事」七尾与史の原点！

3:社会科学

4:自然科学

廣嶋玲子

9:文学

詩の紹介                       

   言葉                      

言葉は 人と人をつなぐ             

ひと言だけで 明るくなり 

ひと言だけで 暗くなる 

言葉は魔法 

正しく使えば 

たがいに楽しいし 気持ちがいいけど 

間違えば 

自分も相手も傷ついて 悲しくなる 

言葉はむずかしい 

けれど 毎日使うもの 

大切に使って                    『空が青いから白をえらんだのです』 

言葉ともっと なかよくなりたい          奈良少年刑務所詩集   寮 美千子・編 

 

 

◇6434人が亡くなった阪神淡路大震災から、1/17で 27年を迎えました。3月には、東日本大震災から 

  11年を迎えます。震災の記録や防災に関する本を展示しています。手に取って見てください。 

 

◇1,2学期中によく借りられたのは、下記の本です。 

 『はたらく細胞１,2,3,4,』『あの夏を生きた君へ』『ずっと前から、お前だけ』  

『5分後に意外な結末 1赤い悪夢』『かがみの狐城』『この冬、いなくなる君へ』『夜カフェ』 

『小説聲の形 上下』『15歳のテロリスト』『また、同じ夢を見ていた』 

『わかりやすい野球のルール』『夜明けの図書館』『ふしぎ駄菓子屋銭天童』 

『5秒後に意外な結末 パンドラの赤い箱』『夜が明けたら、いちばんに君に会いにいく』  

  

 

https://www.amazon.co.jp/dp/B01H2XN9R8?tag=booklogjp-item-22&linkCode=ogi&th=1&psc=1
https://www.amazon.co.jp/dp/B009DYOJ7O?tag=booklogjp-item-22&linkCode=ogi&th=1&psc=1
https://www.amazon.co.jp/dp/B07GBS4B3P?tag=booklogjp-item-22&linkCode=ogi&th=1&psc=1
https://www.amazon.co.jp/dp/B07M9MCWFG?tag=booklogjp-item-22&linkCode=ogi&th=1&psc=1
https://www.amazon.co.jp/dp/4591153320?tag=booklogjp-item-22&linkCode=ogi&th=1&psc=1


 

 

       


